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リーダーシップ

顧客主義

創造力

スピードチームワーク

目標達成に向け、自発的に考え、
周りを巻き込み、Mission、Visionに則した

進化・変化をリードしたか？

常に顧客の目線に立ち、
顧客価値の創造に努め、
顧客第一主義を貫いたか？

担当領域における業界トップクラスの
専門能力の習得に努め、創造力を発揮して、

変化・進化をリードしたか？

常に問題意識を持ち、高い目標を設定し、
スピード感を持って新たな価値の創造に取り組んだか？

全体最適を最優先し、コミュニケーションを駆使し、
周りを巻き込んで変化・進化をリードしたか？

当社グループは2016年7月、さらに高い目標に向かって挑戦する決意を込め、
新たなミッション・ビジョン・バリューを定めました！

MISSION　存在する目的
世界をもっと、良い場所にする
私達のミッションは、私達が暮らすこの世界を、「もっと良い場所」にする事です。私達の考える「もっと良い場所」とは、
本当に必要としている人が、必要としているサポートを受けられる世の中です。一生懸命、真面目に働いている人は、ちゃ
んと豊かになれる世の中です。優秀で、意欲のある学生が、お金を理由に未来の選択肢を諦めなくても良い世の中です。
どんな人でも、幸せになる為の資産形成が出来る世の中です。それも、寄付や善意に頼る従来のスキームではなく、経済
活動の結果として、必要な人に必要なお金が届く世の中です。

私達のミッションは、世界中の人々が、それぞれに思い描く人生設計において、金融面の課題を解決するソリューション
を生み出す事、挑戦する人をサポートし、より多くの人が、人生を豊かにする為のチャンスをつかむお手伝いをする事で
す。金融という側面から、世界中の人々の幸せを通じて、より良い世界の構築に、貢献して行きたいと考えています。

VALUE　Vision達成の為に全役職員に求められる意識、価値観、行動様式

VISION　目指す姿
2025年までに全世界で1,000万人の利用者を持つ
金融ソリューションを生み出す
私達は、世界中の人々の金融面における課題を解決するソリューションを提供し、人々の幸せを通じて「世界をもっと、
良い場所にする」事を目的に働いています。ですから私達は、資産運用からスタートし、育児や教育、就職や結婚、資産
形成など、世界中の人々の人生における様々な分野で、金融面の課題を解決するソリューションの創造を目指します。 
そして、より多くの人々の課題を解決する事を目的としている私達は、私達が提供する金融ソリューションの利用者数を
増やしていく事、そして、売上に代表される事業規模を拡大していく事を重視します。
その為に、私達は金融という側面から、進化するテクノロジーに挑戦し、これまでの常識や慣例を疑い、顧客利便性や 
顧客価値を高める革新をリードし続けることを目指します。

私達は、全世界から集まった優秀な人材が、日々、本物のプロフェッショナルとしての責任を果たし、ビジョン達成の為
に議論し、決断を下し、実行に移す、世界中に顧客を持つグローバル企業になります。
その第一歩として、2025年までに全世界で1,000万人の利用者を持つ金融ソリューションを生み出します。

新ミッション・ビジョン・バリュー
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取引所FX取引

店頭FX取引

海外金融事業

その他

Invast Financial Services Pty Ltd.（連結子会社）

■純営業収益 4億38百万円
	 （前年同期比76.8％）

■純営業収益 9億21百万円
	 （前年同期比81.1％）

■純営業収益 2億83百万円
	 （前年同期比110.3％）

■純営業収益 26百万円
	 （前年同期比54.1％）

■セグメント利益 25百万円
	 （前年同期比25.1％）

■セグメント利益 13百万円
	 （前年同期比6.4％）

■セグメント利益 15百万円
	 （前年同期は94百万円のセグメント損失）

■セグメント損失 1億6百万円
	 （前年同期は10百万円のセグメント利益）

「トライオートETF」サービス開始TOPICS：
4月25日より、世界初のETF特化型証拠金取引「トライオートETF」のサービスを開始いたしました。

「トライオートETF」の特徴
　1. 国内外の世界選抜ETFが1つの口座で管理可能
　2. 差金決済の仕組みを導入し、海外ETFでも元本の為替リスクゼロ
　3. マニュアル売買手数料、両替手数料、取引ツール利用料、口座管理料が全て無料
　4. 1万円からはじめられる

　株主の皆様には、平素より格別のご高配とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　第58期「中間報告書」をお届けするにあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
　当中間期においては、新たな顧客層の開拓、収益源の多様化を目指し、ETF（上場投資信託）を対象とした世界初の
ETF特化型証拠金取引「トライオートETF」のサービスを開始いたしました。
　一方では、既存事業の拡大のため、「トライオートFX」における業界最狭水準スプレッドの提供や、「シストレ24」にお
けるストラテジーの入れ替えを自動で行う新機能「フルオート」のリリース等により、顧客満足度の向上につながる施策
を実施いたしました。
　しかしながら、低ボラティリティ相場が継続した影響を受け、当中間期の営業収益は16億66百万円（前年同期比
83.5％）となり、経常損失は57百万円、親会社株主に帰属する中間純損失は55百万円となりました。
　また、当社グループは、この度、新たな成長を目指して、経営理念となるミッション・ビジョン・バリューを刷新しました。
　私達が考える新しいミッションである「世界をもっと、良
い場所にする」とは、真面目に働いている人がきちんと資産
形成できる世の中であり、意欲ある優秀な若者が、お金を理
由に将来の選択肢を諦めなくてもよい世の中であり、様々な
人々の人生における「お金に関する課題」を解決するソ
リューションが、きちんと提供されている世の中であります。
　当社グループは、今後も価値ある金融サービスの提供を目
指し、人々の幸せを通じて、より良い世界の構築に貢献した
いと考えています。　
　株主の皆様には引き続き、変わらぬご支援とご鞭撻を賜り
ますよう心よりお願い申し上げます。
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トップメッセージ セグメント情報

2016年12月　代表取締役社長　川路　猛
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中間配当
について

　当社は、継続的かつ安定的な配当を実施するため、連結配当性向30％
または連結純資産配当率（DOE）4％（年率）のいずれか高い方を目安と
した配当を、年2回（中間・期末）実施いたします。
　当期の中間配当につきましては、DOE4％（半期2％）を基準とし、
1株当たり36円とする事を決定いたしました。

■会社概要
社 名 インヴァスト証券株式会社
所 在 地 〒105-0003

東京都港区西新橋一丁目6番21号
電 話 03-3595-4111（大代表）
設 立 1960年8月
資 本 金 59億6,508万円
事 業 内 容 金融商品取引業
連結子会社 Invast Financial Services Pty Ltd.

■大株主（上位10名）
株主名 持株数（株） 持株比率（％）

川 路 耕 一 　 信 託 口 3,136,100 53.43
KYエンタープライズ株式会社 443,800 7.56
川 　 路 　 洋 　 子 175,400 2.99
川 　 路 　 　 　 猛 142,500 2.43
森 　 井 　 利 　 幸 68,500 1.17
川 　 路 　 耕 　 一 67,700 1.15
E H 株 式 会 社 62,200 1.06
北 　 村 　 　 　 悟 53,300 0.91
安 　 藤 　 ま こ と 40,900 0.70
淡 　 輪 　 敬 　 三 38,900 0.66

（注）持株比率は自己株式（34,535株）を控除して計算しております。

■役員構成
代表取締役社長 川 路 　 猛
専 務 取 締 役 水 戸 部 　 　 　 茂
常 務 取 締 役 三 ヶ 田 　 裕 　 信
取 締 役 鶴 見 　 豪
取 締 役 川 　 路 　 耕 　 一
社 外 取 締 役
（監査等委員） 岩 　 田 　 拓 　 朗
社 外 取 締 役
（監査等委員） 淡 　 輪 　 敬 　 三
社 外 取 締 役
（監査等委員） 安 　 藤 　 ま こ と

■株式の状況
発行可能株式総数	 25,000,000株
発行済株式の総数	 5,904,400株
（うち、自己株式の数）	 34,535株
株主数	 3,909名

■連結損益計算書� （単位：百万円）

科　目
当中間期
2016年4月 1 日から
2016年9月30日まで

前中間期
2015年4月 1 日から
2015年9月30日まで

営業収益 1,666 1,995
　受入手数料 379 524
　トレーディング損益 1,120 1,250
販売費・一般管理費 1,715 1,762
営業利益又は営業損失（△） △� 50 232
営業外収益 0 0
営業外費用 7 17
経常利益又は経常損失（△） △� 57 215
特別利益 6 ―
税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失（△） △� 50 215

法人税、住民税及び事業税 1 136
法人税等調整額 2 △� 14
中間純利益又は中間純損失（△） △� 55 93
親会社株主に帰属する中間純利益又は
親会社株主に帰属する中間純損失（△） △� 55 93

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

■連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科　目
当中間期
2016年4月 1 日から
2016年9月30日まで

前中間期
2015年4月 1 日から
2015年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー △	2,839 △	1,229
投資活動によるキャッシュ・フロー △	 150 △	 90
財務活動によるキャッシュ・フロー △	 234 △	 416
現金及び現金同等物に係る換算差額 924 △	 20
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △	2,299 △	1,757
現金及び現金同等物の期首残高 5,971 6,101
現金及び現金同等物の中間期末残高 3,671 4,343

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

■連結貸借対照表� （単位：百万円）

科　目 当中間期
2016年9月30日現在

前期
2016年3月31日現在

資産の部

流動資産 95,468 93,979

固定資産 1,147 1,255

　有形固定資産 118 146

　無形固定資産 700 755

　投資その他の資産 328 353

資産合計 96,615 95,235

負債の部

流動負債 86,030 84,303

固定負債 111 137

特別法上の準備金 23 29

負債合計 86,165 84,470

純資産の部

株主資本 10,501 10,791

資本金 5,965 5,965

資本剰余金 2,313 2,313

利益剰余金 2,264 2,556

自己株式 △� 41 △� 44

その他の包括利益累計額 △� 53 △� 27

その他有価証券評価差額金 △� 5 △� 1

為替換算調整勘定 △� 48 △� 26

新株予約権 1 1

純資産合計 10,450 10,765

負債・純資産合計 96,615 95,235
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結財務諸表（要旨） 会社・株式情報（2016年9月30日現在）
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

■株主メモ
事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

期末配当金受領株主確定日 3月31日

中間配当金受領株主確定日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人 みずほ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
℡ 0120-288-324（フリーダイヤル）

上 場 市 場 東京証券取引所　JASDAQ市場

公 告 の 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.invast.jp/

（  ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることと

なっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（みずほ信託銀行）ではお取り扱い
できませんのでご注意ください。  
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記株主メモに記載のみずほ信託銀行証券代行部にお問い合わ
せください。

2.  未受領の配当金につきましては、みずほ信託銀行（トラストラウンジを除く）、みずほ銀行、みずほ証券の各本支店および営業所で
お支払いいたします。

配当金のお支払期限について
当社定款の規定により、配当金を受取る権利は、支払開始後3年を経過しますと消滅いたしますので、お早めにお受取ください。


